
平成 27 年度 九州国際大学付属高等学校

数 学 入学試験問題

問題用紙 （１～13 ページ） 試験時間 （50 分）

注 意 事 項

１. 試験問題は、試験開始の合図があるまで開けないこと。

２. 試験開始後、問題冊子の印刷の不具合などに気付いた場合は手を挙げて監督者に

申し出ること。

３. 解答は、すべて解答用紙に記入すること。

４. 計算機、定規、分度器、アラーム、携帯電話等の使用は禁止する。

５. 体調不良等の場合は監督者に申し出ること。

６. 問題用紙は、各自持ち帰ること。



次の⑴～⑽までの各問いに答えなさい。

⑴ (－２）3 ÷ ２３ ×３を計算しなさい。

⑵ x－２y
３ ＋ x＋y

２ を計算しなさい。

⑶ x2 － 8x － 20を因数分解しなさい。

⑷  ５０－  ３２＋  １８ を計算しなさい。

⑸ ２次方程式２x2 － x－２＝０を解きなさい。

⑹ 関数 y＝－x2 について，x の変域が －１≦ x ≦２ のとき，y の変域を求めなさい。

⑺ 連続する２つの自然数の平方の差が 23 であるとき，この２つの自然数を求めなさい。

⑻ 連立方程式 を解きなさい。

⑼ 図のような△ＯＡＢを直線ℓを軸として１回転してできる立体の体積を求めなさい。

ただし，円周率は πとする。

⑽ 図のように，円Ｏ の円周上に４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄがある。このとき，∠xの大きさを求め

なさい。
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図のように，放物線 y＝ x2 上に４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを線分ＡＢとＤＣが x 軸と平行になる

ようにとり，点Ｂの y 座標を３とする。また，線分ＤＣと y 軸との交点をＥとして，

∠ＥＡＢ＝ 60°とする。このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 直線ＡＥの式を求めなさい。

⑵ 四角形ＡＢＣＥの面積を求めなさい。

⑶ 点Ａを通り，四角形ＡＢＣＤの面積を２等分する直線とＤＣとの交点をＧとして，

直線ＢＧと直線ＡＥとの交点をＨとする。このとき，△ＡＧＨの面積を求めなさい。
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片面が白，もう片面が黒のメダルが６枚ある。最初，この６枚のメダルをすべて白面を上に

して横一列に並べる。このとき，次のような＜操作＞を２回続けて行う。

＜操作＞

１つのさいころを投げて，出た目と同じ枚数だけ左から順にメダルをひっくり返す。

例えば，１回目に１の目，２回目に４の目が出たときは

○ ○ ○ ○ ○ ○ → ● ○ ○ ○ ○ ○ → ○ ● ● ● ○ ○
（１回目） （２回目）

となり，白面が上のメダルが３枚ある。このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ １回目に５の目，２回目に３の目が出たとき，白面が上のメダルは何枚あるか求めなさい。

⑵ 白面が上のメダルが６枚となる確率を求めなさい。

⑶ 白面が上のメダルが５枚となる確率を求めなさい。
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ある小学校の１年生が，乗客の定員が大人53名の乗り物を利用する。子供３名を大人２名分

として計算すると，先生（大人）と児童（子供）合わせて 75 名全員が乗れ，ちょうど定員が

いっぱいになった。また，女子児童は，男の先生の 10 倍の人数で，男の人数は，女の人数より

３名多い。このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 先生の人数を求めなさい。

⑵ 男の先生の人数を x名として，女の人数を xの式で表しなさい。

⑶ 女子児童の人数を求めなさい。
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図のように，ＡＢ＝６の平行四辺形ＡＢＣＤがあり，辺ＢＣ上にＢＥ：ＥＣ＝３：１となる

点Ｅをとり，辺ＤＣを３等分する点をＦ，Ｇとする。線分ＡＥとＢＦとの交点をＨ，線分ＡＥ

とＢＧとの交点をＩ，平行四辺形ＡＢＣＤの面積をＳとする。このとき，次の各問いに答えな

さい。

⑴ 四角形ＡＢＦＤの面積を，Ｓの式で表しなさい。

⑵ ＢＩ：ＩＧを最も簡単な整数の比で表しなさい。

⑶ △ＢＩＨの面積を，Ｓの式で表しなさい。
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図のように，１辺の長さがすべて４㎝の正四角錐と立方体を合わせた立体がある。また，

点Ｍは辺ＯＣの中点，点Ｉは線分ＢＤの中点とし，直線ＭＩと辺ＡＥとの交点をＮとする。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 正四角錐ＯＡＢＣＤの体積を求めなさい。

⑵ 線分ＡＮの長さを求めなさい。

⑶ △ＭＮＥの面積を求めなさい。
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